
「県民協働による事業改善」　点検結果と対応状況　（要点）

< >は人件費込の額　　（単位：千円）

事業名
（担当部課）

H27
当初予算
要求額

H26
当初予算額

点検結果
　　　　　　　　　主な内容

主な対応内容
主な増減

（下線は点検結果
を反映したもの)

C-4

防災情報
基盤整備
事業 951,148 523,702

(危機管理部
消防課）

<975,922> <548,476>

C-5

防災対策
推進事業 147,450 51,775

(危機管理部
危機管理
防災課）

<217,643> <121,968>

C-6

災害警備
対策事業 77,099 35,662

（警察本部
警備第二課)

<77,182> <35,745>
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・設備の更新
・継続的な機器整備の充実

○今年度完成した県庁局に
引き続き、県現地機関、市町
村等の防災行政無線設備を
更新します。

・消防救急無線設備のデジタ
ル化を実施します。

509,771
・無線更新工
事の増

△71,188
・災害対策本
部室設備更新
工事の減

・自主防災組織の充実
・市町村との連携強化

○地域防災力の向上を図って
いきます。

・地震被害想定策定などを踏
まえ、内容を充実した出前講
座を実施します。
・大災害の経験を踏まえ、防
災情報システムを導入し市町
村等との連携を図るとともに、
市町村が整備する登山者の
避難施設等に対する支援を
進めます。

△43,122
・地震対策強
化（被害想定
策定）の完了

86,261
・防災情報シ
ステム整備事
業の増

50,000
・火山防災対
策市町村補助
事業の増

・災害対策施設、装備資機材
の効果的活用
・関係機関の情報共有

○災害警備本部指揮能力向
上のため総合指揮室の有効
活用を図るとともに、警備部
隊救出救助能力向上のため
装備資機材の整備をします。

・関係機関相互の連絡体制の
強化、災害時の現地本部での
情報共有等により、一層の連
携強化を図っていきます。

41,437
御嶽山捜索活
動用等の装備
資機材の整備

見直し(拡大）：６

見直し（維持）：６

見直し(拡大）：６

見直し(維持）：４

現行どおり：４

見直し（維持）：９

現行どおり：６

災害による被害を最小限に抑え、県民の生命と財産を守るため、地域防災力の向上に取り組みます。

○様々な危機事象に対し迅速かつ的確に対応し、被害を最小限に抑えられるよう危機管理体制を整備し

ます。

○防災意識の高揚等により地域の自主防災力の充実に取り組みます。

主な区分


